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遊 離子宮逆過敏症 ノ實驗 的研究
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[昭和10年4月9日 受稿]

Aus dem Hygienischen Institut der Okayama Medicinischcn Fakultit

(Vorstand: Prof. Dr. M.. Ogata).

Experimentelle Studien uber die inverse Anaphylaxie.

(I. Mitteilung).

Experimentelle Stndien uber die inverse 

Anaphylaxie bei dem isolierten 

Uterus des Kaninchens.

Von

Jiro Minato.

Eingegangen am 9. September 1935.

Es ist eine interessante Tatsache, dass 

bei experimenteller passiver Anaphylaxie 

die Sensibilisierung des Versuchstieres 

durch umgekehrte Sensibilisierung von 

Antikorper and Antigen erzeugt werden 

kann, and dabei stellt sich die Inkuba

tiouszeit bei inverser Anaphylaxie ganz 

anders ale bei gewohnlicher passiver Ana

phylaxie. Verfasser stellte deswegen mit 

isoliertem Uterus zweierlei Untersuchun

gen au, d. h. erstens, wie sich die Bezie

hung zwischen Pracipitin and anaphylak

tischem Autikorper bei passiver inverser 

Anaphylaxie gestaltet and zweitens, wie 

die Verkurzung der Iukubationszeit ver

lauft.

Bei Kanincheu, welche vorher mit 

Rinderserum intravenos sensibilisiert wor

den waren, stellte er unter Anwendung 

des Magnus'schen Apparates uber die
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inverse Anaphyiaxie bei isiliertem Uterus 

Untersuchungen an, and zwar unter Hiu

zufugung verschiedener Antirindersera 

von Kaninchen in das Medium, und er

hielt folgende Resultate:

1) Der isolierte Uterus, der aus vor

her intraveuos durch Rindersernmantigen 

sensibilisierten Kaninchen bei versehie

dener Iakubationszeit entnommen worden 

ist, zieht sich unter Zusatz von Immun

serum so zusammen, dass man dies als 

inverse Auaphylaxie ansehen darf.

2) Die minimale Sensibilisierungs
dosis des Antigen, mit der man beim 

isolierten Uterus eine anaphylaktisehe, 

Koutraktion erzeugeu kann, ist ahhangig 

von der Bindungszone des Immunprecipi

tins, die nach der Precipitiureaktion mit 

geeigneter Antigenmenge bestimmt wird.

3) Die Iukubationszeit kann man 

bis auf 5 Minuten nach der Antigensen

-sibilisierung verkurzeu, d. h. nach dem 

Autigenzusatz wurde der Kaninchen

uterus sotort umerhalb von 5 Minuten 

herausgenommen das Immunserum in 

magnus-getassen zugesetzt and die Kon

traktion des isolierten Uterus beobachtet.

4) Die minimale Dosis des Immun

serums, mit der man beim isolierten 

Uterns eine inverse anaphylaktische Er

scheinung hervorrufen kann, ist 500 Ein

heiten vou Pracipitin. Dabei ist es notig, 

dass die Autigenmenge zur ersten Injek

tion ebeufalls die minimale ist.

5) Bei der inversen Anaphylaxie des 

isolierten Uterus von Kaninchen kann 

man (die Erscheinung der Antiauaphylaxie 

beobachten, da nach maximaler Kon

traktion durch Immunserumzusatz die 

folgemde amnphylaktische Kontraktion des 

Organs durch folgenden Immunserum

zusatz nicht meter auftritt. (Autoreferar.)
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第1章　 緒 論

輓近過敏症ノ研究ハ精 ヨリ微ニ進 ミ興味 ア

ル新事實ハ幾多學界 ニ報告 セラレテ枚擧 スル

遑 アラズ.是 レ蓋 シ過敏症ガ血清學上 ニ於テ

又臨林上ニ於 テ重大ナル意義 ヲ有スル ヲ物語

ルモノナ リ.

1907年R. Otto1)ガ 海 〓 ノ被働性過敏症 ニ

成功 セル以來 多数 ノ學者 ノ興味 ヲ惹 キ,就 中

反應 ニ關 スル感作 免疫血清,再 注射抗原量竝

ニ潜伏期 ノ問題 ハ注 目ノ焦點 トナ リテ多数 ノ

業績 ノ發表 ヲ見 タルガ 更 ニ1927年 我 教室 ニ

於 テ抗體稀釋沈降 反應法 ガ發表 サ レテ ヨ リ過

敏症 ニ關 スル研 究ハ系統 的ニ闡明 セラルル ニ

到 リタ リ.然 ルニ體 内 ニ於 ケ ル沈降素 ト沈降

原 トノ結合 ニ依 リテ過敏症 ヲ惹起 スル モノ ト

セバ逆 ニ先 ヅ抗 原 テ注射 シ置 キテ免疫 血清 ニ

對 スル過敏 性 ヲ賦與 シ得 ルニハ非ザ ルカノ問

題 ハ容 易 ニ想到 スルモ ノナルニ,所 謂此逆 過

敏 症 ニ關 スル研究 ハ僅 カニ2, 3ノ 實 驗 アル ノ

ミニ シテ未 ダ甚 シク不十分 ナル憾 ミアリ.

文獻ヲ按ズルニPirquet u. Schick2)ガ 家兎ニ於

テ最初ニ皮下馬血清ヲ注射 シ, 24時 間 ノ潜伏期 ヲ

置キテ再ビ他 ノ部位ニ抗馬家兎免疫血清 ヲ注射 シ

タルニ,其 ノ免疫血清注射部位ニ浮腫 ノ發生 セル

ヲ報告 シタ リ. E L. Opie3)ハ 非處置家兎ニ馬血

清ヲ皮下又ハ静脉内ニ注射シ一定潜伏期後ニ抗馬

免疫血清ヲ皮下ニ注射スル場合ニハ数日間持續ス

ル浮腫 ヲ生ジ定型的皮膚反應ヲ呈 スル事 ヲ實驗

シ,組 織ニ於ケル抗原抗體 ノ結合ハ常ニ急性炎症

ヲ惹起スルモノナ リト結論 セリ. Schiemann u.

 Meyer4)ハ 白鼠ニ於テ逆過敏症 ヲ實驗シ.馬 血清

ヲ以テ静脉内又ハ腹腔内ニ感作シ大量 ノ抗馬家兎

免疫血清 ヲ静脉内ニ再注射スル事ニ依 リテ過敏症

「シヨツク」又ハ「シヨツク」死ヲ招來スル事ニ成功

セリ.而 シテ「シヨツク」死ヲ招來スルニ必要ナル

免疫血清量ハ白鼠1匹 ノ就テ0.6-0.9ccニ シテ感

作抗原量 ノ大小ハ餘 リ意味深キモノニハ非ラズト

云ヘリ. E. L. Opie u. J. Furth5)ハ 體 重190-

500gノ 幼小ナル家兎ニ於テ逆過敏症ノ實驗ヲ行

ヒタリ.即 チ最初 ニ馬血清ヲ静脉内ニ注射シ, 20

時間 ノ潜伏期 ノ後 ニ感作抗原ニ相當スル家兎免疫

血清 ノ大量8-20ccヲ 静脉内ニ注射 シテ急性過敏

症死ヲ招來スル事ニ成功シタリ.但 シ此際感作抗

原量 トシテハ馬血清0.05-5ccヲ 使用シ0.05cc以

下 ノ感作抗原量ニテハ再注射サレタル抗血清ニ對

シテ過敏症状ヲ起サザルヲ認メ,更 ニ潜伏期ニ就

テ附言シテ 曰ク,感 作後12時 間 ニシテ過敏症状

最モ強クシテ20時 間迄ハ同一状態ヲ持續シ,其

ノ後ハ漸衣減弱低下スルモノナリト云ヘリ.最 近

石原6)氏ハ抗牛血清家兎血清ヲ用 ヒテ 家兎逆過敏

症 ノ研究ヲ行ヒ.家 兎動脉血々壓 ノ降下ヲ以テ其

ノ成績判定 ノ標準 トシタリ.而 シテ同氏ハ抗體稀

釋沈降反應ニ依 リテ免疫血清 ノ性状ヲ鮮明ナラシ

メ,感 作抗原量,潜 伏期竝ニ再注射免疫血清量ニ

就テ實驗 シタルガ,同 氏ニ依 レパ家兎ニ於テモ逆

過敏症ノ成立ハ可能ニシテ某ノ際ニ於ケル感作抗

原量 ト再注射免疫血清量 トノ相互量的關係ハ被働

性過敏症ニ於ケル ト略ボ同様ナルモ潜伏期ニ關シ

テハ被働性過敏症ニ於ケル ト甚シク異 リテ抗原惑

作後5分 ニテ既ニ定型的過敏性血壓降下ヲ惹起シ

得ルヲ特徴 トシ,尚 ホ家兎逆過敏症ニ於テモ抗過

敏症現象 ノ存在スルヲ合セ 明シタリ.

偖 テ生體ニ於ケル逆過敏症ハ以上ノ如ク少數乍

ラ研究業績 ノ發表セラレタルモノ有レ共.逆 過敏

症 ヲ動物 ノ遊離臓器ニ就テ試 ミタル實驗報告ニ到

リテハ吾人寡聞ニシテ未ダ之 ヲ知ラズ.

遊 離臟器 ヲ用 ヒテ生體 ニ於 ケルガ如ク正常過敏

症實驗ヲ行 ヒ得ル事ハ既ニ幾多ノ研究業績ノ報告
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ニ徴シテ明カナル所ナ リ.即 チ1910年Schultz7)

初 メテ感作海〓 ノ遊離腸管ハ生體 ト同様ニ過敏症

ヲ呈スルヲ實驗 シ,後Da1e8)ハ 被働性感作海〓 ノ

子宮筋ヲ用ヒテ過敏症實驗ヲ行ヒタリ.更 ニMa

nwaring u. Kusama9)ハ 海〓遊離肺 ニ就テ 過敏

症實驗ヲ試 ミ抗原 ヲテ灌流スレバ感作海〓 ノ遊離

肺ハ生體 ノ場合 ト同様 ニ過敏性肺膨脹 ヲ惹起スル

ヲ見 タリ.後 更ニ武田10),景 山11)氏等 ハ同ジク海

〓遊離肺 ヲ用ヒテ過敏症實驗ヲ行ヒタリ.尚 ホ桑

名12)氏ハ海〓 ノ遊離腸管ヲ用ヒテ,又 大城氏ハ海

〓 ノ遊離子宮ヲ使用シテ共ニ能働性竝ニ被働性過

敏症ヲ實驗シタリ.

斯 クノ如 ク正常過敏症 ハ啻 ニ生體 ニ於 テノ

ミナラズ又遊離臟 器 ニ就 テモ實驗 シ得 ルハ現

今一般 ニ容認 セラルル所 ナル モ,逆 過敏症 實

驗 ノ研究報告 ハ生體 ニ於 ケル モ ノモ少數 ニシ

テ況 ンヤ遊離臟器 ニ於 テハ其 ノ報 告 ハ殆 ド見

得ザル状態ナ リ.

余 ハ家 兎ノ遊 離子宮 ニ就 テ逆 過敏症 實驗 ヲ

試 ミ多 少見 ル可 キ成績 ヲ得 タ リ ト信 ズル ヲ以

テ茲 ニ其 ノ結果 ヲ報告 セン トスル モノナ リ.

第2章　 實驗材料竝 ニ實驗 方法

第1節　 實驗材 料

第1項　 實驗動物竝 ニ臟器

實驗動物 トシテハ常ニ體重2000-2500g内 外

ノ家兎ニシテ發情期ニ非ザルモノノ子宮ヲ用ヒ妊

娠,經 産又ハ發情期 ノ家兎ハ之ヲ使用セザ リキ.

之發情期又ハ妊娠子宮ハ微弱ナル諸種 ノ刺戟 ニ依

リテモ收縮ヲ起シテ整調ナル運動ヲ保ツ事困難ナ

ル場合多キガタメナリ.使 用家兎ハ先ヅ頸動脉切

斷ニ依 リテ十分ニ股血シテ死ニ至ラシメ,直 チニ

腹部正中切開ヲ加へ有鈎小鑷子ヲ以テ子宮腟上部

ヲ把持シ剪刀ヲ以テ腟 トノ連絡 ヲ絶 チ,輕 ク之ヲ

擧上スル時ハ子宮兩角ハ廣靱帶及ビ輸卵管ヲ以テ

後腹壁 ト連ルノミトナル.次 ニ子宮體 ヲ索引スル

事ナク剪刀ヲ以テ廣靱帶ヲ切除 シツツ輸卵管部ニ

於テ卵巣 トノ連絡ヲ去ル.總 テノ操作ハ極 メテ愼

重ナルヲ要ス.コ レ子宮體 ニ著 シキ索引ヲ加フル

時ハ子宮 ノ收縮ハ甚ダ不整調 トナルカ又ハ遂ニ全

ク運動ヲ起サザルニ到ルヲ以テナリ.

斯 クテ剔出セル子宮ハ「リンゲル」氏液ヲ以テ極

メテ静カニ洗滌シタル後 ニ同液ヲ入レタル「ペツ

ヘル」ニ移シ冷却シテ氷室ニ保存 シタリ.

第2項　 免疫血清竝 ニ抗原

免疫血清ハ牛血清ヲ家兎耳静脉内ニ注射シテ産

生セラレタル抗牛血清家兎血清ヲ使用 シタリ.其

ノ沈降素價竝 ニ結合帯 ハ第1表 ニ於テ示 スガ如

シ.

第1表　 本實驗ニ使用セル抗牛血清

家兎血清 ノ沈降反應
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U.氏 沈 降 反 應

今此免疫血清 ノ沈降素價 ヲ示スニ當 リ其ノ測定

法ハ本實驗 ト關係深キタメ茲ニ其 ノ要旨ヲ簡單ニ

述ブル事 トス.

1) Uhlenhuth氏 原法

抗原稀釋重層法ニシテ免疫血清ニ階段的ニ稀釋

シタル抗原ヲ重層 シ輪環反應 ヲ以テ沈降素價ヲ測

定スル方法ナ リ.

2)緒 方氏抗體稀釋沈降反應

免疫血清ヲ1%「 アラビアゴム」食鹽水 溶液 又

ハ10%海 〓 血清ヲ以テ階段的ニ稀釋シ之ニ各種

濃度 ノ抗原 ヲ各々重層 シ輪環法ヲ以テ檢スル時ハ

或ル特定濃度 ノ抗原溶液 ノミガ最モ良 ク高度稀釋

ノ免疫血清 ト反應 ス.此 特定濃度 ノ抗原稀釋度 ヲ

結合帶 ト稱 シ,此 結合帶ニ於テ反應 シ得ル免疫血

清ノ最高稀釋度ヲ沈降素價 ト稱ス.此 沈降素價ハ

其ノ免疫血清中ノ沈降素量 ヲ示スモノナリ.

第2節　 實驗方法

第1項　 感作抗原量竝 ニ注加免疫血清量

感作抗原量ハ注加免疫血清 ノ結合帯ヲ基準 トシ

テ算出シタリ.例 ヘバ注加免疫血清 ノ結合帶 ガ

1：1000ニ シテ 家兎體重ガ2600gナ ラバ家兎體重

ノ1/13ヲ 其 ノ血液量 ト見做シテ

2600÷13=200cc… ……血液量

2.00÷1000=0.2cc… ……感作抗原量

即チ此場合0.2ccヲ 結合帶 相當量 ノ感作抗原量

ト稱ス.

免疫血清 ヲMediumニ 注加スルニ當 リテハ 之

ヲ「リンゲル」氏液ヲ以テ2倍 ニ稀釋シ且豫メ之ヲ

Mediumト 同 温 ニ シテ注 加 シ タ リ,

第2項　 家 兎遊離子宮懸垂法

家兎ノ子宮 ヲ剔出 シテ實驗 スル ニ當 リテハ

Magnus13)ノ 剔出臟器懸垂法 ニ依 リタリ.而 シテ

營養液 トシテハ「リンゲル」氏液 ヲ用ヒ其ノ温度ハ

常二38℃ ニ保 タシメ且營養液中ニ絶ヘズ送入ス

ル酸素ニ依テ發生スル泡沫ハ極 メテ微小ナラシメ

以テ遊離子宮ニ器械的刺戟 ヲ與フル事ヲ避ケント

シタリ.

第3節　 過 敏症 反應

遊離 子宮 ノ過敏症反應ハ便宜上之ヲ分チテ極度

ノ攣縮即チ反應後ハ子宮運動ヲ停止スルモノヲ極

度 ノ反應 ト稱シ、一旦相當 ノ反應ヲ呈スルモ反應

後 ト雖モ向ホ子宮運動ヲ停止セザルモノヲ中等度

ノ反應 ト稱シ,輕 微 ノ反應 ヲ弱反應 ト定メタリ.

圖表ハ反覆精査セル實驗例ヲ列擧スルノ煩ヲ避ケ

代表的ノ物ヲ示スペシ.

第3章　 實驗成績

第1節　 免疫血 清竝 ニ正常家 兎

血清 ノ對照試驗

一般過敏症 ノ實驗 ニ於 テモ抗 原 トシテ使用

スル諸種 蛋白體 ガ一定 量 ヲ超過 スル時ハ.非

特異 性 ノ反應 ラ呈 スルニ到ル事 ハ周知 ノ事實

ニ シテ遊離臟器 ニ對 シテ モ亦諸種動物 ノ血清

ガ或 ル量 ニ達 スル時 ニ刺戟 テ與 フル事 ハ既ニ

Schultz及 ピDale等 ノ實驗 ニ 徴 シテモ 明カ

ナ リ.武 田氏 ハ反應原 ハ少ク トモ3日 以上氷

室 ニ放 置 スルニ非 ザ レバ2%血 清 ニ依 リテ健

康海〓 ノ遊離肺 ノ擴張 ヲ起 ス テ報告 シタ リ.

景 山氏 ハ山羊血清 ハ採取後1日 以上經過セル

モノハ1%溶 液 ニテハ肺組織 ニ對 シテ何等ノ
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影響ヲ與ヘズ ト稱 ス.最 近桑名氏ハ5日 以上

保存セル牛,馬,山 羊血清 ハ何 レモ2%濃 度

ニテハ何等遊離腸管ノ運動 ニ變化テ來 ス事ナ

キヲ記載セリ.又 大城14)氏ハ極 メテ新鮮ナル

牛血清ハ1%マ デ,又7日 以上經過 セル物 ハ

2%濃 度マデハ正常海〓ノ遊離子宮ニ對 シテ

何等毒性 ヲ示サズ ト述ベタリ.

余ハ抗牛血清家兎血清ヲ用ヒテ家兎遊離子

宮ノ逆過敏症實驗ヲ行ハン トスルニ當 リ先ヅ

正常家兎 ノ遊難子宮ニ對 シテ之等免疫血清ガ

及ボス影響ヲ檢 シタ リ.

更ニ又正常家兎 血清 テMedium中 ニ注加

シタル時ニ,正 常家兎遊離子宮竝ニ牛血清 ヲ

以 テ前處置 セラ レタ ル家兎 ノ遊離子宮 ノ之 ニ

對 スル反應如 何 ヲモ併 セ檢索 シタ リ.

其 ノ成績 ハ第1圖 ニ於 テ見 ルガ如 クニ シテ

即 チ採取後1日 以上氷室 ニ放 置 シタル抗牛血

清家 兎血清A, Bハ2%濃 度 ニテハ正常家兎

遊離子宮 ニ對 シテ何等 ノ影 響 ヲ及 ボスモノニ

非 ズ.又 正常家兎血清 ニ就 テモ此關 係ハ同様

ナ リキ.

又 牛血清 テ以 テPro Kilo 0.2, 1.2ccノ 割 合

ニテ前處置 セ ラ レタル家兎 ノ遊離子宮 ハ, 24

時 間 ノ潜伏期迄 ハ之 ニ正常家兎血清 ヲ注加 ス

ルモ2%濃 度 ニテハ 何等影響 ヲ 受 クル モノ

ニ非ズ.

第1圖　 對 照 試 驗

N. K. U.=正 常 家 兎 子 宮

A. R. K.=抗 牛 血清 家 兎 血 清

N. K. S.=正 常家 兎 血清
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第1圖 説明.正 常家兎遊離子宮ヲ懸垂 セルMe

diumニ 就テ, (1)抗 牛血清家兎血清A1ccヲ.

 (3)同 ジクA 0.5ccヲ, (2)抗 牛 血清家兎血清B

 1ccヲ, (6)同 ジクB 0.5ccヲ. (4)正 常家兎血

清1ccヲ 各々注加シタルニ,各 子宮ノ正規運動ニ

何等影響ナキヲ見 タリ. (5)牛 血清ヲ以テ前處置

セラレタル家兎子宮ヲ潜伏期24時 間ニテ剔出シ

其Medium中 ニ 正常家兎血清1ccヲ 注加 シタル

ニ,子 宮運動ニ影響ナキヲ見タリ.

第2節　 免疫血清 ニ依ル家兎遊離子宮

ノ被働 性過敏症實驗

本實驗 ニ於 テ使用 セ ン トスル抗牛血清家 兎

血清 ハ家 兎ヲ感作 シテ,其 ノ遊離 子宮 ニ過敏

性 ヲ賦與 ス ル能 力ア リヤ否ヤヲ確證 センガタ

メニ豫 メ實驗ニ先立チテ免疫血清A, Bヲ 用

ヒテ,各 々家兎ヲ500單 位沈降素量ヲ以テ感

作 シヲキ, 5分, 6時 間, 24時 間ノ各潜伏期

ノ後ニ營養液中ニ抗原タ ル牛血清 ヲ注加 シ

テ,各 免疫血清 ノ結合帶相當稀釋度 トナラシ

メテ被働性過敏症實驗 ヲ試 ミタ リ.

其 ノ成績ハ第2表 竝ニ第2圖 ニ於テ見ルガ

如クニシテ抗體感作後24時 間ノ潜伏期ヲ置

ク時ハ其ノ遊離子宮ハ抗原ノ注加ニ依 リテ定

型的過敏症攣縮ヲ起 ス. 5分 及 ビ6時 間ノ潜

伏期ニテハ過敏症反應ヲ示サズ.之 ニ依 リテ

抗牛血清A, Bハ 共ニ家兎ヲ感作 シテ其ノ遊

離子宮ニ過敏性ヲ賦與スル能力アルレヲ確證 シ

タリ.

第2圖　 免疫血清ニ依ル被働性過敏症實驗

第2圏 説 明. (1) (2) (3)抗 牛 血清 家 兎 血 清A

500單 位 ヲ以 テ, (4) (5) (6)抗 牛 血 清 家 兎 血 清

B500單 位 ヲ以 テ,被 働 性 ニ 感 作 シ タル家 兎 ノ子

宮 ヲ,潜 伏 期, (1) (4) 24時 間, (2) (5) 5分,

 (3) (6) 6時 間 ニ テ剔 出 シ,各Medium中 ニ夫 々

當該免疫血清ノ結合帶相當稀釋ニナル如クニ抗原

ヲ注加 シタルニ, (1) (4)ハ 強度 ノ過敏症反應ヲ

惹起 シタルモ, (2) (5)及 ビ(3) (6)ニ テハ過敏

症反應ヲ示サズ.

176



遊離臟器過敏症現象ニ關スル實驗的研究 599

第2表　 免疫血清 ニ依ル家兎遊離子宮ノ被働性過敏症

第3節　 感作抗原 ニ依ル沈降素産生 ト免

疫血清中ノ殘存抗原 トノ關係

逆過敏症 ノ實驗ニ於テ抗原 ヲ注射 シテヨリ

潜伏期ヲ置キテ或ル一定時 日ヲ經過 スル時ハ

體内ニ於テ之ニ相當スル抗體産生 セラレ,又

一方ニ於テMediumニ 注加ス可キ免疫血清

中ニ抗原ノ殘存 スル時ニハ此殘存抗原 ト沈降

素 トノ結合ニ依 リテ,遊 離子宮ニ於テ能働性

過敏症現象ヲ惹起 スルヤモ計 リ難 キハ容易ニ

想像 シ得ル所ナリ.故 ニ余 ハ家兎ニ牛血清 ヲ

静脉内ニ注射 シテ之 ニ對 スル沈降素産生 ノ状

態ヲ檢スル ト共 ニ,其 ノ遊離子宮ニ於 テ能働

性過敏症 反應 ヲ發現 スルニ到 ル潜伏期 ヲ探 求

シタ リ.

其 ノ成績 ハ第3表 ニ示 スガ如 クニ シテ即 チ

抗原注射後8日 マデノ家 兎 ノ遊離子宮 ハ例へ

體 内 ニ抗體 ノ産成 ヲ證 明 シ得 ル ト雖 モMe

dium中 ニ抗原 ヲ注加 シテ毫 モ過敏症 反應 ヲ

呈 スルモ ハニ非 ズ 然ル ニ抗 原注射 後9日 ニ

到 レバ此家 兎 ノ遊離子宮 ハMedium中 ニ 抗

原 ヲ注加 ス レバ其 ノ正規運動 ニ變 調 ヲ來 シ緩

徐 ナル緊張増加 ヲ示 シテ能 働性過敏症 類似 ノ

反應 ヲ示 スニ到 ル.

第3表　 家兎遊離子宮 ノ能働性過敏症 ノ潜伏期
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第3圖　 家兎遊離 子宮能働性過敏症 ノ潜伏期

第3圖 説明.牛 血清ヲ以テ能働性ニ感作セル家

兎遊離子宮 ニ就 テ,潜 伏期(1) 2日, (2) 3日,

 (3) 4日, (4) 5日, (5) 6日. (6) 7日, (7) 8日

ニテハ, Medium中 ニ各家兎血中ノ沈降素結合帶

相當稀釋ニナル如 クニ抗原ヲ注加スルモ子宮ハ過

敏症反應ヲ惹起セズ. (8)潜 伏期9日 ニテ初 メテ

過敏症様ノ收縮 ヲ起 シタリ.

尚 ホ此家兎能働性過敏症 ノ潜伏期ニ就テ石原氏

ノ實驗ニ依レバ.家 兎ハ抗原注射後9日 ニ到 リテ

初 メテ過敏症状 タル血壓ノ降下ヲ呈スト稱シ又須

磨15)氏モ 同様ニ家兎ハ1囘 抗原注射後10日 頃 ヨ

リ抗原再注射ニ依 リテ血壓 ノ降下ヲ來ス ト云ヘル

ガ余 ノ家兎遊離子宮ノ能働性過敏症ノ潜伏期 ト之

等兩氏 ノ成績 トハ略ボ一致 スルヲ見 タリ.

以 上ノ成績 ニ依 リテ余 ノ家 兎遊離 子宮逆過

敏症實驗 ヲ行 フニ當 リテハ抗原感作後8日 以

内 ノ潜伏期 ヲ選 プ時 ハ能働性 過敏症 ト誤 ル虞

ナ キヲ確 メ得タ リ.抗 原感作後9日 以上 ニ及

プ時 ハ免疫 血清中 ノ殘 存抗原 ノタ メニ能 働性

過敏 症 ト逆過敏症 トノ區別理論的 ニ困難 ニ シ

テ純粋 ナル逆 過敏症 ト稱 シ難 シ.依 テ 余 ハ8

日以 内 ノ潜伏期 ニ於 テ實驗 ヲ行 ヒタ リ.

尚 ホ實驗 ニ用 フ可 キ抗牛血清 家兎免疫 血清

A, B中 ノ殘存抗原量 ヲ測 定 シタル ニ之等兩

免疫 血清 共ニ 其 ノ1：1000ノ 比 ニテ抗原 ヲ含

有 シタル ヲ證 明 シタ リ.

第4節　 家兎遊離子宮 ノ逆過敏症實驗

第1項　 遊 離子宮 ノ逆過敏症 ヲ惹起 シ

得 ル最少感作抗 原量ニ就 テ

由來過敏症 ノ研究ニ當 リテハ免疫血清,抗 原量

竝ニ潜伏期ノ3要 素ガ過敏症反應ニ大ナル影響ヲ

及ボス事ハ先人ノ等シク認 メタル所ニシテ我教室

ニ於テモ須之内16),白 玖17),杉 本18),桑 名,大 城,

伊東19),石 原等諸氏 ノ精細ナル研究アリ.就 中石

原氏 ノ血壓降下ヲ判定目標 トセル家兎逆過敏症ノ

實驗ニ於テ共 ノ最少感作抗原量ハ大體ニ於テ再注

射免疫血清 ノ結合帶相當量ニ一致 シ,各 免疫血清

ニ就テハ一定ナ リト稱ヘタリ.

余 ハ家 兎遊 離子宮 ノ逆過敏症 ニ於テ,最 少

感作抗原量 ヲ知 ラン ト欲 シテ先 ヅ兩免疫血清

A, Bノ 結 合帶 ヲ基準 トシテ各其 ノ結合帶相

當量 ノ2倍, 1倍 及 ピ1/2倍 量 トナル如 クニ家

兎耳静脉 内ニ抗原 ヲ注射 シ,一 定潜伏期 ノ後

ニ家 兎ヲ脱 血死 ニ到 ラシメテ其 ノ子宮 ヲ剔出

シテ實驗 ニ供 シタ リ.
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而シテ各遊離子宮ニ就テ各該當 スル免疫血

清ノ一定量 ヲ其 ノMedium中 ニ 注加 シタ ル

ニ,各 免疫血清 ノ結合帯 相當量 ノ2倍 ノ抗原

ヲ以 テ感作 セラ レタル家 兎遊 離子宮 ハ極度 ノ

過敏症 反應 ヲ呈 シタ リ.次 ニ結合帶相當量 ノ

抗原 ヲ以テ感作 セ ラ レタル家 兎 ノ遊離 子宮 ハ

各該當 スル免疫 血清 ノ一定量 ヲ其 ノMedium

中 ニ注 加 スレバ極 メテ輕度 ノ攣縮乃至 ハ運動

ノ變調 ヲ來 スノ ミニテ確 然 タ ラズ.更 ニ結合

帶 相當量 ノ1/2ノ抗 原 ヲ以 テ感作 セラ レタ ル家

兎 ノ遊 離子宮 ハ各該當 スル免疫血清 ノ一定量

ヲ其 ノMedium中 ニ 注加 スルモ全 ク何等 ノ

反應 ヲモ呈 セズ.即 チ以上 ノ成績 ヲ示 セバ第

4圖 竝 ニ第4表 ノ如 ク トナル.

第4表　 家兎遊離子宮逆過敏症ニ於ケル最少感作抗原量ニ就テ

第4圖　 家兎遊離 子宮逆過敏症 ニ於 ケル最少感作抗原量

A. R. K.=抗 牛 血 清 家 兎 血 清
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第4圖 説明.上 列.抗 牛血清家兎血清Aノ 結合

帶ヲ基準 トシテ, (1)結 合帶 相當鼠 ノ2倍. (2)

 1倍, (3) 1/2倍ノ抗原ヲ以テ感作シタル各家兎 ノ

遊離子宮ニ就テ,各 々 ノMedium中 ニA血 清1

ccヲ 注加シタルニ, (1)ニ 於 テハ過敏症反應陽性

ニシテ, (2) (3)ニ テハ陰性ナリ.

下列,抗 牛血清家兎血清Bノ 結合帯ヲ基準 トシ

テ, (1)結 合帶 相當量 ノ2倍, (2) 1倍, (3) 1/2

倍 ノ抗原ヲ以テ感作シ置キタル各家兎 ノ遊離子宮

ニ就テ,夫 々ノMedium中 ニB血 清1ccヲ 注 加

シタルニ, (1)ニ 於テハ過敏症反應陽性ニシテ,

 (2) (3)ニ テハ陰性ナ リ.

然 ルニ今此 兩免疫 血清 ヲ比 較 スル ニ沈降素

價 ハ兩者 同一ナルモ結合帶 ニ到 リテハA血 清

ハ1：1000ニ シテB血 清 ハ1：10000ナ リ.此

兩免疫 血清 ヲ使 用 セル各實驗 ニ於 テ夫 々該當

スル結合帶相 當量 ノ2倍 ノ抗原 ヲ以 テ前 處置

セラ レタ ル 家 兎遊離子宮 ハ 其 ノ免疫 血清 ヲ

Meaiumニ 注 加 ス レバ確實 ニ逆過敏症状 ヲ發

現 シタ リ.而 シテ各 々ノ感作抗原絶對量 ヲ比

較觀 察 スル ニ結合 帶高 キB免 疫 血清 ニ對 スル

家兎遊離子宮 ハ0.038ccノ 如 キ 少量 ノ感作抗

原 量 ニ依 リテ逆過敏症 ヲ惹起 セ シメ得 タ リ.

然 ルニ結 合帶低 キA免 疫血清 ニ對 スル家 兎遊

離子宮 ハ斯 ク ノ如 キ少量 ノ感作抗原量 ニテハ

逆 過敏 症 ハ全 ク陰性 ナ リキ.

即 チ家 兎遊離 子宮 ノ逆過敏症實驗 ニ於 テ最

少感作抗原量 ハMedium中 ニ 注 加 ス可 キ免

疫血清 ノ結合帶 ト密接 ナル關 係 ヲ有 シ,各 免

疫血清 ノ結合帶相當量 ノ2倍 ノ抗 原 ヲ要 スル

事 ヲ知 リ,一 定 免疫血清 ニ就 テハ此關係 ハ常

ニ一定 ナル事 ヲ明 カニ シタ リ.

尚 ホ且免疫血清 ノ結合帶高 キ時 ハ極 メテ少

量 ノ感作 抗原量 ニテ逆過敏症 ヲ惹起 セシメ得

ル事 ヲ知 リタ リ.

第2項　 遊離子 宮 ノ逆過敏症 ヲ惹起

スル最 少免疫血清量 ニ就テ

海〓 ヲ家兎免疫血清ニテ感作 シタル場合ニ被働

性過敏症ヲ惹起セシメ得ル最少感作量ニ關シテハ

既ニ白玖,須 之内兩氏ノ業績アリ.其 ノ結果ニ依

レバ潜伏期 ヲ24時 間 トスル場合 ニ於テ沈降素

150單 位内外ナリト云ヘ リ.又 遊離臟器ニ就テ被

働性過敏症實驗ヲ試 ミタル桑名,大 城兩氏ノ成績

ニ依レバMedlium中 ニ注加スル抗原量ヲ免疫血

清 ノ結合帶相當量 トスル時ニ於テハ.最 少感作量

ハ共ニ沈降素200單 位ナリト云ヘリ.

尚 ホ家兎生體ニ就テ血壓降下 ヲ目標 トシテ逆過

敏症ヲ行ヒタル石原氏 ノ報告 ニ依 レバ,感 作抗原

量ヲ免疫血清 ノ結合帶相當量或ハ夫レ以上トナス

時ニ於テハ最少免疫血清量 ハ400-500單 位ニシ

テ,感 作抗原量ヲ著 シク増加スル時ハ幾分免疫血

清 ノ最少量ハ減少ス ト云ヘリ.

余 ハ家 兎遊離 子宮 ノ逆過敏症 ニ於テ最少注

加免疫血清量 ヲ知 ラ ン ト欲 シ,先 ヅ種 々ナル

量 ノ抗 原ヲ以 テ家 兎 ヲ感作 シ,一 定潜伏期後

ニ免疫血清 ノ ミニテ正常 家兎子宮 ノ收縮 ヲ起

サザル範 圍内 ニ於 テ種 々ナル量 ノ免疫血清ヲ

以 テ逆 過敏 症實驗 ヲ行 ヒタル ニ第5表 ノ如 キ

成績 ヲ得 タ リ.

第5圖 説明. A免 疫血清ニ就テ, (1)結 合帶相

當量ノ1/2倍 ノ抗原ヲ以テ感作シタル家兎遊離子

宮, Medium中 ニA血 清1ccヲ 注加 スルモ過敏

症反應陰性ナ リ. (2)結 合帯相當量ノ抗原ニテ感

作 セラレタル家兎遊離子宮. A.血 清1ccヲ 注加ス

ルモ過敏症反應ナシ. (3)結 合帯相掌量ノ2倍 ノ

抗 原 ニ テ 感 作 シ タ ル 家 兎 子 宮, A血 清0.5ccヲ
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第5表　 家兎遊離子宮逆過敏症ニ於 ケル最少免疫血清量

第5圖　 家兎遊離 子宮逆過敏症 ニ於ケル最少免疫血清量

A. R. K.=抗 牛 血 清 家 兎 血 清181
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Mediumニ 注加スレバ,過 敏症反態 ヲ惹起ス. (4)

 A血 清025ccノ 注加ニ依 リテハ過敏症反應陰性

ナリ. (5)結 合帯相當最ノ5倍 ノ抗原ニテ感作シ

タル家兎遊離 子宮, A血 清0.5ccヲ 注加シテ過敏

症反應陽性ナ リ. (6) A血 清0.35ccノ 注加ニ依テ

ハ同 子宮ハ過敏症反應ヲ示サズ.

B免 疫血清 ニ就テ. (7)結 合帶相當量 ノ1/2倍 ノ

抗原ニテ感作シタル 家兎遊離子宮, B血 清1ccヲ

Mediumニ 注 加スルモ過敏症反應 陰性ナ リ. (8)

結 合帶相當 ノ抗原ニテ感作 シタル家兎遊離 子

宮. B血 清1ccヲ 注加 ス ルモ過敏症反應 ナ シ.

 (9)結 合帶相當量 ノ2倍 ノ抗原ニテ感作シタル家

兎遊離子宮, B血 清0.5ccヲ 注加シテ過敏症反應

ヲ示ス. (10)同 子宮ニ就テB血 清025ccヲ 注加

シタル時ハ過敏症反應ナシ.

即 チ使 用免疫血 清 ノ結合 帶相當量 ノ1/2倍 ノ

抗原 ヲ以 テ感作 シ置 キタ ル家兎 ノ遊 離子宮ハ

其 ノMedium中 ニ免疫 血清1cc(假 リニ之 ヲ

1000單 位 ト稱 ス)ヲ 注 加 スル モ,毫 モ過敏症

反應 ヲ呈 セズ.又 結合帶相 當量 ノ抗 原 ヲ以テ

感作 セラ レタ ル家 兎 ノ遊離子宮 ハ免疫血清

lccヲ 其 ノMedium中 ニ注加 ス レ共 尚 ホ過敏

症 反應確然 ト發現 スルニ到 ラズ.然 ルニ結合

帶相當量 ノ2倍 ノ抗原 ヲ以 テ感作 セ ラ レタル

家兎 ノ 遊離 子宮ハ其 ノMedium中 ニ1000單

位 ノ免疫 血清 ヲ注加 ス レバ,極 度 ノ過敏症反

應 ヲ呈 シ更 ニ其 ノ半量,即 チ500單 位 ノ免疫

血清 ノ注 加 ニ ヨリテモ尚 ホ過敏 症 反應 ヲ惹起

スル ヲ見タ リ.

然 レ共250單 位,即 チ0.25ccノ 免 疫 血清 ヲ

其 ノMledium中 ニ注加 シタル 時 ニハ最早全

ク反應 セザ リキ.結 合 帶相 當量 ノ5倍 ノ抗原

ヲ以 テ感作 セラ レタル家 兎 ノ遊離子 宮ハ其 ノ

Medium中 ニ500單 位 ノ免疫 血清 ヲ注加 スレ

バ過敏症 反應 ヲ惹起 スル モ, 250單 位 ノ免疫

血清注 加ニ依 リテハ最 早全 ク何 等 ノ反應 ヲモ

惹起 セザ リシハ結合帶相當 量 ノ2倍 抗原感作

ノ場合 ト同様 ナ リキ.上 實驗 ニ依 テ家兎遊離

子 宮 ノ逆 過敏 症 ヲ惹起 スルニ要 スス最少免疫

相當量 ハ,結 合帶相當量 ノ2倍,或 ハ夫 レ以

上 ノ抗原 ヲヲ以 テ 感作 セル場合 ニハ, 500單

位 ナ ル事 ヲ知 リタ リ.

第3項　 家 兎遊離 子宮逆過敏症 ノ

潜伏期 ニ就テ

被働性過敏症ニ於テ潜伏期ハ通常24時 間ヲ慣

用スルト雖モ必ズシモ一定不變 ノモノニハ非ズシ

テ感作沈降素量ヲ増加スレバ潜伏期ハ次第ニ短縮

セラレテ遂ニハ殆 ド潜伏期ヲ要 セズ シテ過敏症

「シヨツク」ヲ惹起セシメ得ルニ到レリ,此 事實ハ

景山20)氏ノ研究ノ明示スル所ナリ.

R. Ottoガ 海〓 ノ被働性過敏症ニ成功シテヨリ

後,其 潜伏期 ニ關スル問題ハ過敏症反應ノ研究上

ヨリ學者ノ注目ノ焦點 トナリシ物ニシテDoerr u.

 Russ21)ハ 之 ヲ過敏症抗體ガ,體 細胞 ト特殊關係ヲ

結ブニ要スル時間ナ リト説明シ,以 後所謂過敏症

ニ於ケル細胞説 ヲ支持スルー派 ノ學者ノ有カナル

根據 トナセシ論點 ノ一ナリ.被 働性過敏症 ト抗體

抗原ノ作用順序ヲ顛倒セシメタル逆過敏症ニ於ケ

ル潜伏期ハ被働性過敏症ニ於ケル ソレト著ンク趣

ヲ異ニシ,抗 原注射直後又ハ短時間ニシテ試獸ハ

引キ續キ行ハ レタル免疫血清ノ注射ニ依 リテ過敏

症ヲ發現スルハ既ニOpie u. Furth, Schiemann

 u. Meyer等 モ之ヲ認 メタル所ナリ. Opiea. Furth

ハ小家兎 ノ耳静脉ニ馬血清ヲ注射シ其ノ直後ニ抗

馬免疫血清ヲ注射セルニ輕度 ノ過敏症状ヲ起セル

ヲ實驗シ,尚 ホ潜伏期 ノ延長 ト共ニ症状モヨリ強
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クナリテ, 20時 間ニシテ 最モ強度 トナルヲ實驗

シタリ.最 近石原氏ガ抗牛血清家兎血清ヲ使用シ

テ行ヒタル家兎逆過敏症實驗ニ於テハ其ノ潜伏期

ハ5分 ヨリ48時 間ガ最モ 好適ニシテ 感作抗原量

及ビ再注射免疫血清量ヲ大量 トスル時ハ潜伏期ハ

從ツテ延長 スルモノナレ共潜伏期短キ程,過 敏症

状ハ強烈ニシテ此點 ニ於テハOpie u. Furthガ

12-20時 間 ノ潜伏期ガ最モ強度ナル過敏症状 ヲ

惹起スト述ペタル トハ所信ヲ異ニスルモノナリト

報告シタリ.

逆過敏症ニ於ケル潜伏期モ被働性過敏症ニ於ケ

ル夫レノ如 ク.反 應ニ與ル感作抗原量竝ニ再注射

免疫血清量ノ多少ニ依 リテ異動スルナラントハ容

易ニ想像セラルル所ナリ.

余 ハ家 兎遊離子宮 ノ逆 過敏症 ニ於 ケル潜伏

期 ヲ檢 スルニ當 リ,先 ヅ感作抗 原量 トシテ少

量Pro Kilo 0.15cc(結 合 帶相當量 ノ2倍),中

等 量Pro Kilo 0.38cc(結 合 帶相當量 ノ5倍)

及 ビ大量Pro Kilo 0.77-1.5cc(結 合 帶相 當

量 ノ10-20倍)ヲ 用 ヒ, Mledium中 ニ 注加 ス

ル免疫血清量 ハ正常家 兎子宮 ノ運動 ニ影響 ヲ

及 ボサザル範圍 内ニ於 テ可及的 大量 ヲ使 用 シ

タ リ.

i)少 量 抗原 ヲ以 テ感作 シタル場合

Pro Kilo 0.15cc(此 場 合結合帯相當量 ノ2

倍)ノ 抗原 ヲ以 テ感作 シタ ル家 兎ノ遊離子宮

ハ潜伏期5分 ニ シテ既 ニ著明ナル過敏症 攣縮

ヲ惹起 シタ リ. 1時 間, 6時 間, 24時 間 迄 ハ

過敏症 反應陽性 ニ シテ,潜 伏期48時 間 ニテハ

反應陰性 ナ リキ.

ii)中 等 量抗原 ヲ以 テ感作 シタル場合

感作抗 原量 ヲPro Kilo 0.38cc(此 場合結

合 帶相當量 ノ5倍)ニ 増加 シタ ル場合 ニ ハ潜

伏期5分 ニテ定型的過敏症攣縮 ノ惹起 セ ラル

ルナ見,尚 ホ1時 間, 6時 間, 24時 間 ニ於 テ

モ反應陽 性ナル事 ハ少量抗原 感作 ノ場合 ト同

様 ナル モ,此 中等量抗 原感作 ノ場合 ニ ハ潜 伏

期 ハ少 シク 延長 シテ48時 間 ニテモ 反應陽性

ニ シテ72時 間 ニテハ陰 性 トナ リタ リ.

iii)大 量抗原 ヲ以 テ感作 シタ ル場合

Pro Kilo 0.77cc(此 場 合結合 帶相當量 ノ10

倍)ノ 抗原 ヲ以 テ感作 シタル場合 ニハ潜伏期

5分 ニテ定型的過敏症 反應 ヲ惹起 スル事 ハi),

 ii)ノ 場合 ト同様ナ ルモ,反 應陽性期 ハ更 ニ延

長 シテ 抗原感作後4日 トナ リ, 5日 ニ到 レバ

陰 性 トナル.

更 ニ ヨリ大量Pro Kila 1.5ccノ 抗 原 ヲ以

テ家 兎 ヲ感作 シタル時 ハ反應陽性期 ハ尚 ホ延

長 シテ感作後7日 ニテモ其 ノ遊離子宮 ハ過敏

症攣縮 ヲ惹起 ス. 8日 ニ テハ全 ク 陰性 トナ ル

ヲ確 カメタ リ,

以 上 ノ實驗成績 ヲ第6表 竝 ニ第6圖 ニ 示

ス.

第6表　 家兎遊離子宮逆過敏症 ノ潜伏期
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第6圖　 家兎遊離子宮逆過敏症 ノ潜伏期

A. R. K.=抗 牛 血 清 家 兎 血 清
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第6圖 設 明.少 量(Pro Kilo 0.15cc)ノ 抗 原 ヲ以

テ惑 作 セ ラレ タル家 兎 ノ遊 離 子 宮 ハ,潜 伏 期(1)

 5分, (2) 60分, (3) 24時 間 ニ テ 何 レ モ 抗 血清

1ccヲMedium中 ニ 注 加 シテ過 敏症 反 感 ヲ示 ス.

 (3) 48時 間 ニテ ハ 陰 性 ナ リ.

中 等 量(Pro Kilo 0.38cc)ノ 抗 原 ヲ以 テ 感 作 セ

ラ レタル家 兎 ノ遊 離 子 宮 ハ,潜 伏 期(4) 5分, (5)

 60分, (6) 48時 間 ニ テ 何 レ モ 抗 血清1ccヲ 其 ノ

Mediumニ 注加 ス レ バ 過 敏 症 反 應 ヲ惹 起 ス. (7)

 72時 間 ニ到 リテ ハ 陰 性 ナ リ.

稍 々大 量(Pro Kilo 0.77cc)ノ 抗原 ヲ以 テ 感 作

セ ラ レ タル家 兎 ノ遊 離 子 宮 ハ,潜 伏 期(8) 5分,

 (9) 24時 間, (10) 72時 間. (11) 4日 ニテ 抗 血 清

ヲ其 ノMedium中 ニ 注加 ス レバ 過 敏 症反 應 ヲ起

ス. (12) 5日 ニ到 リテ ハ 陰 性 ナ ル ヲ示 ス.

大 量(Pro Kilo 1.5cc)ノ 抗 原 ヲ以 テ 感 作 セ ラ レ

タル家兎 ノ遊 離 子宮 ハ.潜 伏 期(13) 5分, (14)

 24時 間, (15) 3日, (16) 5日, (17) 7日 ニテ,

抗 血清 ヲ夫 々Medium中 ニ注 加 ス レバ 過 敏 症反

應 ヲ示 ス. (18) 8日 ニ到 レバ 陰性 ナ リ.

要 ス ル ニ 余 ノ實 驗 ニ 於 テ ハ 家 兎 遊 離 子 宮 ノ

逆 過 敏 症 ヲ起 シ得 ル 潜 伏 期 ハ, 5分 ヨ リ24時

間 ガ最 モ好 適 ニ シ テ,大 量 ノ抗 原 ヲ 以 テ 感 作

ス レバ 反 應 陽 性 期 ハ 更 ニ 延 長 セ ラ ル ル モ ノ ナ

リ.然 レ共 更 ニ 大 量 ノ 抗 原 ヲ以 テ 感 作 ス ル モ

9日 以 上 ヲ經 過 ス ル 時 ハ,免 疫 血 清 中 ノ 殘 存

抗 原 ニ 依 リテ,能 働 性 過 敏 症 ヲ惹 起 ス ル 虞 レ

アル ヲ以 テ 純 粹 ナ ル 逆 過 敏 症 實 驗 ニ ハ 適 セ

ズ.尚 ホ本實驗 ニ於 テ各家 兎ニ就 キ各時期 ニ

於ケル血中ノ抗原含 有量 ヲ測定 シタル ニ,反

應陽性期 ニ テハ 毎 常 期 ノ血清 ノ1：1000以

上 ノ濃度 ニ於テ抗原 ヲ含有 スル事 ヲ證 明 シタ

リ.而 シテ1:1000ヨ リモ 稀 薄 ナル割合 ニテ

血中ニ抗原 ヲ證 明 シタル時 ハ過敏症 反應 ハ陰

性ナリキ.而 シテ此場合,此 抗原稀釋度ハ恰

モ使用免疫血清 ノ結合帶 ニ相當ス.

又先 キニB免 疫血清 ヲ以 テ行 ヒタル家兎遊

離子宮ノ逆過敏症實驗(第4表 参照)ニ於 テ,

反應 ヲ惹起 スルレ最少抗原量 ヲ以テ家 兎ヲ感作

シタル場合ニ於テ,血 中ノ抗原含有量ハ恰モ

使用免疫血清 ノ結合帶相當稀釋度ニシテ夫 レ

ヨリモ稀薄ナル抗原 ヲ含有セル時ニハ過敏症

反應ハ陰性ナリシ事 ト對照 シテ,家 兎遊離子

宮 ノ逆過敏症 ヲ惹起 スルタ メニハ常ニ使用免

疫血清 ノ結合帶相當以上 ノ稀釋度ニ於テ其ノ

血中ニ抗原ヲ含有スルヲ知 リタ リ.

尚ホ余ハ抗 原ヲ以テ感作セラレタル家兎ノ

子宮滲出液 ヨリ抗原ヲ證明セント試 ミタルモ

成功セザ リキ.恐 ラク極 メテ微量ナ リシタ メ

ナラン ト想像セラル.

第4項　 家兎遊離子宮被働性過敏症

ニ於ケル潜伏期 トノ比較

余 パ先キニ實驗ニ使用ス可キ免疫血清ガ家

兎ヲ感作シテ其ノ遊離子宮ニ被働性過敏症ヲ

惹起 スル能力アルヤ否ヤヲ確 カメンガタメニ

A. B兩 免疫血清 ノ各500單 位ヲ以テ家兎ヲ感

作 シテ,其 ノ遊離 子宮ノ被働性過敏症實驗 ヲ

行 ピタリ(第2表 参照).其 ノ成績 ニ依 レバ

24時 間 ノ潜伏期 ヲ置キタ ル時 ニハ定型的 ノ

過敏症反應ヲ呈 スルヲ見タルモ, 6時 間又 ハ

5分 ノ潜伏期 ヲ置キタル場合ニハ 全ク過敏症

反應 ヲ惹起スル事能ハザ リキ.故 ニ家兎遊離

子宮ノ被働性過敏症ニ於テモ,生 體 ニ於ケル

夫 レト同様 ニ通常斯クノ如キ感作免疫血清量

ヲ以テスル場合 ニハ,潜 伏期 ニ相當ノ時間ヲ

要 スル事ヲ知 リタリ.然 ルニ家兎遊離子宮 ノ
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逆過敏症 ニ於 テハ殆 ド潜伏期 ヲ要 セズ.抗 原

感作後5分 ニテ既 ニ定 型的過敏 症 反應 ヲ惹起

セ シメ得 タ リ.勿 論實驗 ノ性質上,被 働性過

敏症 ニ於 テハ免疫血 清 ヲ静 脉内 ニ注射 シ,逆

過敏 症 ニ於 テハMedium中 ニ免疫血清 ヲ注

加 スル ヲ以 テ,直 チニ免疫 血清 ノ單位 ヲ同様

ニ シテ論 ズル事 ヲ得 ズ.然 レ共被働性過敏症

ニハ相當時間 ノ潜伏期 ヲ必要 トスルニ對 シテ

逆 過敏症 ニ於 テハ殆 ド潜伏期 ヲ要 セザルハ容

易 ニ認 メ得 ラルル所 ナ リ.此 關係 ハDoerr22)

モ生 體逆過敏症 ニ於 テ潜伏期 ハ殆 ド要 セザル

カ又 ハ極 メテ短時間 ニテ過敏 性テ賦與 スル ヲ

述 べ,又 石原 氏 ノ發表 シタル家 兎逆過敏症實

驗 ニ於 テモ潜伏期 ハ5分 ニテ定型的過敏 症血

壓降下 ヲ認 メタ リ ト述 ベタ ル ト大體 ニ於 テ一

致 スルモ ノナ リ.

第5項　 家 兎遊離 子宮逆過敏症 ニ

於 ケル抗 過敏症 ニ就 テ

生體過敏症 ニ於テ抗過敏症 ノ存在スル事バ一般

識者ノ認ムル所ナルガ,之 等成立 ノ機轉ニ關 シテ

ハ諸説ア リ. Bessau23)ハ 再注射抗原ニ依 リテ血中

ニ新生セラレタル過敏毒ニ依 リ,動 物體細胞 ノ感

受性減退ヲ以テ説明セ ン トシ, Friedberger24),

 Deorr,小 酒井氏等ハ試驗管内ノ抗體抗原反應ニ

於ケルガ如 ク.抗 體 ノ中和 ニ依 ル ト稱 へ,又

Weil25)ハ 試驗管内ニ於 ケルガ如 キ定量的反應 ト

異 リテ膠質反應,即 チ物理的割合ニ依テ起ル抗體

消失 ニ歸セ ントスルモノノ如シ.啻 ニ生體ニ於ケ

ルノミナラズ遊離臟器 ノ過敏症實驗ニ於テモ亦抗

過敏症ナル現象ハ認 メ得ラルル所ニシテ,桑 名氏

ハ海〓遊離腸管 ノ能働性竝ニ被働性過敏症實驗ニ

於テ之ヲ證明シ,之 ハ單ニ抗原ニ對スル體細胞ノ

感受性減退 ノミヲ以テシテハ説明 シ得 ザル ト共

ニ,又 物理的割合ヲ以テ抗體ガ消費サルルモノト

モ認メラレズシテ,試 驗管内抗體吸收ニ於ケルガ

如 ク,抗 體 ノ定量的ニ吸收セラルルニ依ルナラン

ト推論 シタリ.

逆過敏症實驗ニ於テモ抗過敏症 ノ可能ナル事ハ

既ニ, Opie u. Furth, Schiemann u. Meyerニ

依 リテ證明サレタル所ニシテ氏等ハ之ヲ以テ恐ラ

ク抗原 ノ中和ニ依ルモノナラント推論シタリ.又

最近石原氏モ家兎逆過敏症實驗ニ於テ同様ニ抗過

敏症 ノ成立ヲ證明シタリ.

遊 離臟器 ノ逆 過敏症 實驗 ニ於テモ,抗 過敏

症 現象存在 スル ヤヲ試 ミンガタ メニ,抗 原感

作家兎 ヨリ一定潜伏期 ノ後 ニ其 ノ子 宮ヲ剔出

シテ實驗 ニ供 シタ リ.即 チ其 ノMedium中 ニ

免疫血清0.5cc (500單 位)ヲ 注加ス レバ子宮

第7圖　 家兎遊離子宮逆過敏症ニ於ケル抗過敏症

A. R. K.=抗 牛 血清 家 兎 血 清
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ハ一旦中等度ノ攣縮 ヲ起 ス,更 ニ數十秒後ニ

免疫血清0.5ccヲMedium中 ニ注加スレバ,

再度該子宮ハ反應 スルヲ認 メタ リ.之 ニ對 シ

テ更ニ新タナル同家兎ノ子宮片ヲ取 リテ,其

ノMedium中 ニ免疫血清0.7cc (700單 位)ヲ

注加スレバ,同 子宮ハ極度 ノ攣縮 ヲ起 ス.之

ニ数十秒後ニ更ニ免疫血清1cc (1000單 位)

ヲ注加スルニ,該 子宮ハ最早何等反應 ヲ示サ

ザルヲ見タリ(第7圖 参照).

由是觀之,遊 離子宮ノ逆過敏症 ニ於テモ,

一般過敏症實驗ニ於ケルガ如ク,抗 過敏症現

象ノ存在ヲ認 メ得タリ.

第4章　 總括竝ニ考按

以上予ハ抗牛血清家兎血清 ヲ使用シヲ家兎

遊離子宮ノ逆過敏症實驗ヲ試 ミ,感 作抗原量

潜伏期竝ニ免疫血清注加量ニ就テ攻究 シタル

ガ,今 之ヲ總括ス レバ次ノ如 シ.

1)最 少感作抗原量

余ハ沈降素價ヲ等 シクシテ,結 合帶 ヲ異ニ

スル2種 ノ免疫血清 ヲ以テ家兎遊離子宮ノ逆

過敏症實驗 ヲ行 ヒ,其 ノ各々ノ場合ニ於クル

最少感作抗原量 ヲ求メタルニ,極 メテ興味 ア

ル關係ノ存在 スルヲ知 リタ リ.即 チ各免疫血

清ノ結合帶相當量ノ2倍 量 ノ抗原 ヲ以テ感作

セラレタル家兎ノ遊離子宮ハ,之 ニ該當スル

各免疫血清ヲMedium中 ニ注加ス レバ定型

的過敏症攣縮 ヲ起 シタ リ.而 シテ之 ヨリモ少

量ノ感作抗原ニテ前處置スル時ハ,過 敏症反

應ヲ惹起 シ得ズ.即 チ最少感作抗原量ハ使用

免疫血清ノ結合帶相當量 ノ2倍 ナル事 ヲ知 リ

タリ.故 ニ抗體稀釋沈降反應ニ依 リテ,免 疫

血清ノ結合帶ヲ測定スル時ハ,遊 離子宮ノ逆

過敏症 ヲ惹起 スル ニ要 スル最 少感作抗 原量 ヲ

推 定 シ得 ル モノニ シテ,尚 ホ結合帶高 キ免疫

血清 ヲ使 用 ス ル時 ニハ, 0.038ccノ 如 キ 少量

ノ感作抗 原 ニ依 リテ,逆 過敏症 ヲ惹起 シ得 ル

事 ヲ實驗 シタ リ.從 來過敏 ノ研究 ニ於 テ反應

ヲ惹起 ス可 キ抗原 再注射 量 ニ關 スル問題 ハ最

モ學者 ノ興味 ヲ惹 キタルモ ノニテ正確 ニ發症

注射量 ヲ決定 スルハ困難 トセラレタ リキ.即

チRicht, Kraus u. Doerr, Doers u, Russ,

 Moro, Pfeiffer, Thomsou, Bessan等 多 數 ノ

學者 ニ依 リテ研 究セラ レタルガ,何 レモ發症

注射量 ヲ決定 スル方法 トシテハ, Toxin測 定

法 ノ如 キ方法 ニ依 リシタ メ,動 物個 々ニ就 テ

好適 ナル再注射量 ヲ知 ル事 ヲ得 ズ.從 ツテ夫

等 ノ成績 モ一定 セザ リシガ,抗 體稀釋沈降 反

應 ノ發表 セラ レテ ヨリハ,個 々ノ動物體内 ノ

免疫體 ノ性 状 ハ明白 トナ リ,殊 ニ沈降素結合

帶 ヲ知 ル事 ニ依 リテ動 物個 々ニ對 スル好適 ナ

ル抗原 再注射量 ヲ決 定 シ得 ルニ到 レリ.景 山,

杉 本,伊 東 等 ノ諸氏 ノ研 究ニ依 リテ此點愈 々

明確 トナ リテ,能 働 性竝 ニ被働性過敏症 ニ於

テ結合 帶 ヲ基 準 トシテ,抗 原再注射量 ヲ決定

シ任 意 ノ強度 ノ過敏症状 ヲ惹起 シ得 ルニ到 レ

リ.尚 ホ此 關係ハ啻 ニ生體 ノ ミナ ラズ,遊 離

臟 器 ノ過敏 症實驗 ニ於テ モ,同 様 ニ證 明サ レ

タル所 ナ リ.然 ルニ被 働性過 敏症 ト抗體抗 原

ノ作 用順序 ヲ顛 倒 セ シメタル逆過 敏症 ニ於テ

モ,最 初 ニ注射 ス可 キ感作抗 原量ハ免疫 血清

ノ結合 帶 ヲ基準 トシテ決定 シ得ルハ興味 アル

事實 ニ シテ先 キニ石原氏 ハ家 兎生體 ニ於 テ此

關係 ノ存在 スルヲ發表 シ,余 ハ家兎 ノ遊離子

宮 ニ就テ之 ヲ證明 シタ リ.

2)最 少免疫血清量
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感作抗原量 ヲ稀 々變 化 セシメテ,即 チ使 用

免疫 血清 ノ結合帶相當量 ノ1/2ノ1, 2, 5倍 ノ抗

原 ヲ以 テ家 兎 ヲ感作 シ置 キ,一 定潜伏期 ノ後

ニ夫 々ノ遊離 子宮ニ就 テ逆過敏症實驗 ヲ行 ヒ

反應 ヲ惹起 スル最 少免疫 血清量 ヲ求 メタ リ.

然 ルニ結 合帶相當 量 ノ1/2又ハ1倍 ノ抗原 ニテ

感作 シタ ル時 ハ. Medium中 ニ免疫 血清1cc

(之 ヲ此場合假 リニ1000單 位 ト稱 ス)ヲ 注 加

スル モ反應 ヲ惹起 セズ.結 合帶相當量 ノ2倍

又 ハ5倍 ノ抗原 ヲ以 テ感作 シタ ル時 ニハ,免

疫血 清0.5cc 0500單 位)ニ テ攣縮 ヲ起 シ, 0.25

cc (250單 位)ニ テハ最早何 等ノ反應 ヲモ惹起

スル事能 ハザ リキ.是 ニ由 リテ此場合,最 少

免疫血清 量 ハ0.5ccニ シテ之 ヲ500單 位 ト假

稱 ス.石 原氏 ガ血 壓降下 ヲ判定 目標 トシテ行

ヒタ ル家兎逆 過敏 症 ニ於 テハ最少免疫血清量

ハ血 中ニ於 テ沈降素價1：20-1：25ヲ 證 明 ス

ル事即 チ400-500單 位 ナ リ ト述 ペタ リ,勿

論遊離 子宮 ノ實驗 ニテハMedium中 ニ 免疫

血 清 ヲ注加 スル ヲ以 テ,生 體 ニ於 ケル實驗 ト

ハ直 チニ比較 スル事能 ハズ.之 ハ實驗 ノ性質

上 止 ムヲ得 ザル モノナ リ.

3)潜 伏 期

過敏症 ノ研 究 ニ於 テ潜伏期 ハ興味 アル問題

ニ シテ,特 ニ被 働性過敏 症 ニ於 テハ,潜 伏期

ハ所謂細胞設 ノ學 者ガ有力ナル論據 トナ セ シ

所 ノモノナルガ,大 量 ノ免疫 血清 ヲ以 テ感作

ス レバ殆 ド潜伏期 ヲ要 セズ シテ抗 原 ヲ再注射

シテ定型的過敏症 ヲ惹起 シ得 ルニ到 ル事 ハ景

山氏 ノ實驗 ニ依 リテ明瞭 ナル所 ナ リ.余 ハ使

用免疫血 清 ノ 結合帶相當量 ノ2倍, 5倍, 10

倍 及 ビ20倍 ノ抗原 ヲ以 テ 家兎 ヲ感作 シ其 ノ

遊離子 宮ノ逆過敏症 ヲ惹起 スル潜 伏期 ヲ求 メ

タ リ.其 ノ結果以上 ノ種 々ノ場合 ニ於 テ,潜

伏期 ハ5分 ヨリ24時 間 ガ最 モ適當 ニシテ,大

量 ノ抗原 ヲ以 テ感作 ス レバ潜伏期 ハ次第 ニ延

長 シテ, 7日 ニ到 リテモ反應ハ 陽性ナルヲ認

ノタ リ.此 點石原氏 ガ家兎生體 ニ就 テ行 ヒタ

ル逆 過敏症 ノ成績 ト大體 一致 ス.逆 過敏症ニ

於 ケル潜 伏期 ヲ,被 働性過敏症 ニ於 ケル夫 レ

ト比較 スル時 ハ極 メテ特異 ナルヲ認 ム.即 チ

通常量 ノ沈降素單位 ヲ以テ感作 シタ ル被働性

過敏症 ニ 於テハ, 24時 間 ノ 潜伏期 ヲ要 スル

ニ對 シヲ,逆 過敏 症ニ於 テハ同程度 ノ抗原
,

抗 體 ヲ以 テ,殆 ド潜伏期 ナク シテ過敏症反應

ヲ極 メテ明瞭 ニ發現 セ シメ得ル事ナ リ.此 關

係 ハOpie u, Turth, Schiemann u. Meyer

モ同 様 ノ報告 ヲナ シ居 ル所 ナ リ.然 レ共逆過

敏症 ニ於 テハ何故斯 ク潜伏期 ヲ殆 ド必要 トセ

ザル カニ就 テハ尚 ホ明瞭ナ ラズ.次 ニ種 々ナ

ル抗 原量 ヲ家兎 ニ注射 シタル際 ニ,其 ノ血中

ニ於 ケル抗原 含有量 ヲ時間 的研 究 シタルニ,

其 ノ遊離 子宮 ノ逆過敏症 反應 ノ陽性ナル時期

ニ於 テハ常 ニ使 用免疫 血清 ノ結合帶相當量以

上 ノ濃厚稀釋度 ニ在 ル ヲ認 メタ リ,潜 伏期長

期 ニ亙 ル時 ハ,感 作抗原 ニ依 リテ體内 ニ於テ

沈 降 素 産 生 サ レル ハ 勿論 ニ シ テ,此 時 ニ

Medium中 ニ注加 ス可 キ免疫 血清中 ニ抗原

ノ殘存 スル時 ニハ遊離 子宮 ノ能働性過敏症ノ

如 キ現 象 ヲ呈 スル事 モ想像 ニ難 カラズ.故 ニ

抗 原注射後 ノ家 兎 ニ於テ其 ノ遊離子宮ノ能働

性過敏症 ヲ發現 スルニ到 ル時期 ヲ檢 シタルニ

潜伏期8日 迄 ハ毫 モ 過敏症 反應 ヲ呈 セズ, 9

日以 後 ニ於 テ始 メテ過敏症 ヲ惹起 スルニ到ル

ヲ知 リタ リ.故 ニ潜伏期8日 以内 ニテ逆過敏

症 實驗 ヲ行 ヘバ,例 へ體 内 ニ於テ抗體 ヲ産生
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シ,一 方注加免疫血清 中ニ抗原残存 スル ト雖

モ之 ガタメニ能働性 過敏症 ヲ惹起 スル虞 ナ キ

事 ヲ確カメタ リ.

4)抗 過 敏症

能働性竝ニ被働性過敏症 ニ於テ,抗 過敏 症

ナル現象 ノ存在 スル事 ハ既 ニ普 ク認 メラ レル

タ所 ナ リ.逆 過敏症實驗 ニ於 テモ生體 ニ就 テ

ハOpie u. Furth, Schiemanu u. Mleyer,

更 ニ最近石原氏 モ亦 之 ヲ證 明 シタ リ.遊 離子

宮ノ逆過敏症 ニ於 テモ亦抗 過敏症 ノ存 在 スル

事 ヲ余 ノ本實驗 ニ於 テ證 明 シタ リ,特 異性抗

過敏症 ノ成因ニ關 シテハ諸説 ア リテ再 注射 抗

原ニ依 リテ體 内ニ在 ル抗體 ガ,或 ハ化學的定

量的 ニ,又 ハ膠質 反應,即 チ物理的割合 ヲ以

テ起 ル抗體 消失ニ因 ル ト稱 シ,又 ハ之等 ト全

ク根據 ヲ異 ニスル過敏症發生 ニ依 ル動物體 ノ

感受性減退 ヲ以テ説 明 セル者 ア リ.之 ヲ余 ノ

實驗 ニ就 テ考 フル ニ,最 初Medium中 ニ注

加 シタル免疫血清少量 ニテ,(而 モ尚 ホ良 ク過

敏症 反應 ヲ惹起 シ得)遊 離子宮組織 中 ニ 含有

シ有 ル可 キ抗原 ノ吸收不十分 ニ シテ,尚 ホ細

胞中ニ一定 ノ抗原 ヲ殘存 セル場合 ニハ抗過 敏

症ナル現象 ハ起 ラザルモノニ シテ,抗 原 ガ吸

收 セラレテ一定量以下 トナ リテ始 メテ抗過敏

性 トナル モノ ト推定セ ラルルナ リ.

第5章　 結 論

1)抗 牛血清家兎血清 ニ依 リテ,抗 原 ヲ以

テ前處置 セラ レタル家兎 ノ遊 離子 宮 ニ逆過敏

症ヲ惹起 スル事 ヲ得 タ リ.

2)家 兎遊離子宮 ノ逆過敏症 ヲ惹起 スルタ

メニハ, medium中 ニ注 加 ス可 キ免疫血清 ノ

結合帶相當量 ノ2倍 以上 ノ抗 原 ヲ以テ,家 兎

ヲ前處置スル事必要ナリ.

3)家 兎遊離子宮逆過敏症ヲ惹起 スルニ要

スル潜伏期 ハ,抗 原注射後5分 ナリ.

4)家 兎遊離子宮逆過敏症ヲ惹起 スルニ必

要ナル最少注加免疫血清量ハ,沈 降素500單

位ナリ.

5)家 兎遊離子宮逆過敏症ニ於テモ抗過敏

症現象存在 ス.

終リニ臨ミ御懇篤ナル御指導 ト御校閲 トヲ賜

リタル恩師緒方教授ニ謹ミテ衷心感謝ノ意ヲ表

ス.
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テ發表シタリ).
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